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建
設
業
協
会
が
保
育
所
の
奉
仕
活
動
を
！

日
本
赤
十
字
社
富
士
河
口
湖
町
分
区
へ
寄
付
！

まちかど情報局まちかど情報局情報局

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
船
津
三
叉
路
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
模
様
替
え

も
し
て
、
４
月
29
日
に
「
エ
コ
・
ス
ク
エ
ア
」
の
名
称

で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
エ
コ
・
ス
ク
エ
ア
」
、
河
口
湖
通
り
活
性
化

推
進
協
議
会
（
井
出
総
一
会
長
）
が
ナ
チ
ュ
ロ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
タ
ー
と
「
富
士
の

恵
水
」
及
び
各
メ
ー
カ

ー
の
水
の
展
示
販
売
、

地
元
商
店
の
お
店
と
取

扱
い
商
品
の
紹
介
な
ど

の
ほ
か
、
観
光
案
内
、
ト

イ
レ
の
無
料
対
応
な
ど

も
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
子
供
た
ち
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
営
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
４
月
22
日
、
町
役
場
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
行

っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
「
ド
ミ

ニ
ク
＆
ジ
ェ
シ
ー
」
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
川
崎
市

か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
熱

烈
な
フ
ァ
ン
も
含
め
、

1
0
0
名
余
り
の
方
々
に

お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
２
人
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
ま
た
聞
け
ま
す
。
５
月
28
日
に
行
わ
れ
る
、
町

国
際
交
流
協
会
総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
再
び
２

人
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
一
般
の
方
々
に

も
お
出
で
い
た
だ
け
ま
す
の
で
是
非
、
本
場
フ
ラ
ン
ス

の
歌
声
を
聞
き
に
来
て
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
５
月
28
日
（
土
）
午
後
３
時
～
４
時

■
場
　
所
　
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
１
５
０
０
円
（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き
）

　
　
　
　
　
※
国
際
交
流
協
会
の
会
員
は
無
料
で
す
。

●
申
込
先
　
生
涯
学
習
課
　
７
２
‐
６
０
５
３

　
さ
る
４
月
２
日
に
、
町
建
設
安
全
協
議
会
（
梶
原
秀
博

会
長
）
に
よ
る
奉
仕
活
動
が
町
内
４
保
育
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
加
盟
各
社
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
、

砂
場
用
の
砂
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
に
、

入
れ
替
え
の

作
業
も
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
児
童
た

ち
は
、
と
て
も

喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
協
議
会
で

は
、
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ

な
形
で
、
奉
仕

活
動
を
実
施

し
て
行
き
た

い
と
話
を
し

て
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　　
長
浜
５
８
５
の
梶
原
和
雄
さ
ん
か
ら
、
現
在
ま
で
こ

つ
こ
つ
と
貯
め
て
き
た
お
金
20
万
円
が
日
本
赤
十
字
社

富
士
河
口
湖
町
分
区
（
小
佐
野
常
夫
分
区
長
）
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
梶
原
さ
ん
は
「
町
の
災
害
救
護
、
医
療
事
業
、
地
域

福
祉
事
業
な
ど
、
各
種
事
業
に
有
効
に
活
用
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

船津保育所に舞台照明！大石保育所にビデオ！

　船津の四十二の厄年（辰巳会）

の皆さんが船津保育所へ、舞台

用の照明を一機ご寄付いただき

ました。

　大石地区十四日祭礼（堀内武

光祭事長）世話人会の皆さんか

ら大石保育所へ、寄付金をいた

だき、「日本昔ばなし」のビデ

オ10本を購入させていただきま

した。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ

　
『
エ
コ
・
ス
ク
エ
ア
』
が
オ
ー
プ
ン

町
国
際
交
流
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
で

　
「
ド
ミ
ニ
ク
＆
ジ
ェ
シ
ー
」
コ
ン
サ
ー
ト
が

　
　
　
ま
た
聞
け
ま
す
！
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昨
年
か
ら
各
地
区
で
協
議
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
船
津
地
区
の
行

政
区
長
制
度
で
す
が
、
４
月
25
日
に

13
名
の
行
政
区
長
さ
ん
の
委
嘱
交

付
式
が
行
わ
れ
、
健
康
づ
く
り
や
防

災
・
防
犯
対
応
、
地
域
づ
く
り
の
中

心
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

５
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
は
、

　
　
「
春
季
行
政
相
談
強
調
月
間
」

山
梨
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
行
政
苦
情
審
査
に
つ
い
て

用
途
地
域
の
指
定
及
び

特
別
工
業
地
区
の
指
定
に
つ
い
て

渡
辺
　
松
七

浜
町
、
若
松
町
、
大
池

揚
町
、
上
町
、
松
場
一
、
松
場
二
丁
目

湖
南
町
一
・
二
・
三
丁
目

本
町
二
、
七
軒
町
一
・
二
・
中

市
道
町
、
富
士
見
一
丁
目

本
町
、
河
口
湖
通
一
・
二
、
宮
森

上
の
段
下
・
中
、
大
久
保

上
の
段
上

浅
川

七
軒
町
三
・
四
丁
目

南
台
一
・
二
丁
目

富
士
見
町
二
・
三
・
四
丁
目

高
尾
町
、
富
士
見
タ
ウ
ン

高
尾
南
町

区

長

名

構

成

自

治

会

名

白
壁
　
道
康

林
　
　
定
彦

梶
原
　
　
努

井
出
　
　
弘

平
井
　
邦
男

小
佐
野
盛
義

渡
邊
　
正
行

小
林
　
善
雄

外
川
　
正
明

外
川
　
　
務

小
佐
野
金
雄

出
嶋
　
民
雄

　
県
で
は
、
県
内
の
1
0
6
名
の
方
を
消
費
生

活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、
毎
日
の
く
ら
し
の

中
で
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
の
相
談
員
さ
ん
は
次
の
３
人
で

す
。
　
　
穂
坂
　
四
郎
　
72-

0
6
2
9

　
　
岡
本
　
玲
子
　
72-

2
3
2
8

　
　
松
浦
　
雅
美
　
72-

0
5
4
0

　
　
　
　
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
と
は
、
総
務
省
が
国
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
を
お
聴
き
す
る
制
度
で
す
。

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の
た
め
の

窓
口
を
設
置
し
、
国
民
の
皆
様
か
ら
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
付
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営

の
改
善
を
図
る
た
め
行
政
相
談
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
総
務
省
で
は
各
都
道
府

県
庁
所
在
地
に
行
政
評
価
事
務
所
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
各
区
市
町
村
に
5
0
0
0
人
の
行

政
相
談
委
員
を
総
務
大
臣
が
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
の
行
政
相
談
員
は
次
の
3
人
で

す
。
　
白
壁
　
勝
雄
　
（
船
津
）
72
‐
０
１
４
３

　
小
佐
野
成
太
郎
（
勝
山
）
83
‐
２
３
２
０

　
梶
原
　
一
榮
　
（
長
浜
）
82
‐
２
４
４
６

　
県
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に
、
迅
速
・

適
切
に
お
答
え
す
る
制
度
で
す
。
法
律
・
行
政

に
関
す
る
専
門
の
学
識
経
験
者
で
あ
る
行
政
苦

情
審
査
員
が
県
の
関
係
機
関
等
を
調
査
し
、
お

答
え
し
ま
す
。

●
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー 

(

県
情
報
プ
ラ
ザ
2
階)

　
電
話 

0
5
5-

2
2
3-

1
3
6
6

　
今
回
、
広
報
誌
に
織
込
ん
で
あ
る
「
ち
ら
し
」
の

と
お
り

用
途
地

域
の
指

定
が
な

さ
れ
ま

し

た

。

今
後
は

そ
の
地
域
の
用
途
に
適
合
し
た
建
築
物
以
外
は

原
則
的
に
は
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

建
築
の
際
は
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
用
途
地
域

指
定
に
お
い
て
準
工
業
地
区
の
指
定
が
な
さ
れ

た
地
区
に
は
一
部
の
風
俗
施
設
の
規
制
を
行
う

特
別
工
業
地
区
の
指
定
を
今
後
行
う
予
定
で
す
。

特
別
工
業
地
区
の
案
の
縦
覧
の
日
程
等
、
詳
し
く

は
建
設
課
都
市
計
画
係
ま
で
。

●
問
合
先
　
建
設
課
都
市
計
画
係
　

　
　
　
　
　
℡
　
７
２
‐
１
１
７
９

船津地区の行政区長制がスタート！

お
子
さ
ん

父

母

流
石
凛
太
朗
　
　
宗
　
一
　
奈
緒
美
　
船
津

羽
田
　
健
人
　
　
秀
　
雄
　
菊
　
美
　
船
津

宮
下
　
陽
大
　
　
良
　
仁
　
里
　
沙
　
船
津

遠
藤
あ
い
さ
　
　
陽
　
介
　
千
　
恵
　
船
津

古
屋
帆
乃
加
　
　
貴
　
光
　
利
　
美
　
船
津

渡
邊
　
萌
花
　
　
五
　
男
　
一
　
恵
　
船
津

勝
俣
　
勇
士
　
　
信
　
一
　
麻
　
美
　
船
津

古
澤
　
駿
輔
　
　
　
宗
　
　
瑞
　
恵
　
船
津

原
　
　
叶
竜
　
　
英
　
治
　
　
忍
　
　
小
立

渡
邊
　
慶
人
　
　
慎
　
介
　
梨
　
恵
　
小
立

鷺
　
　
佳
希
　
　
良
太
郎
　
り
　
え
　
小
立

篠
原
　
響
平
　
　
良
　
典
　
玲
　
子
　
河
口

三
浦
　
に
こ
　
　
利
　
則
　
滝
　
子
　
長
浜

外
川
た
つ
子
　
92
歳
　
外
川
　
利
作
　
船
津

三
浦
　
玉
惠
　
58
歳
　
三
浦
　
孝
泰
　
船
津

井
出
　
孝
子
　
87
歳
　
井
出
　
仁
一
　
船
津

中
村
　
一
雄
　
85
歳
　
中
村
み
す
ゑ
　
船
津

荒
井
き
く
江
　
90
歳
　
荒
井
　
弘
雄
　
船
津

中
村
は
る
ゑ
　
88
歳
　
中
村
　
　
昇
　
船
津

坂
本
ま
つ
ゑ
　
95
歳
　
坂
本
　
保
幸
　
船
津

外
川
　
元
治
　
78
歳
　
外
川
　
清
子
　
浅
川

外
川
　
　
亮
　
95
歳
　
外
川
　
靖
人
　
小
立

渡
邊
　
松
代
　
77
歳
　
渡
邊
　
幸
康
　
小
立

小
佐
野
由
紀
子
　
56
歳
　
小
佐
野
　
勝
　
勝
山

小
佐
野
よ
し
子
　
82
歳
　
小
佐
野
　
快
　
勝
山

倉
澤
あ
や
ち
　
90
歳
　
倉
澤
　
留
雄
　
勝
山
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＝富士河口湖町健康のまちづくり条例を制定＝

　3月定例議会で、富士河口湖町健康のまちづくり条例が制定されました。

　町では、すべての町民が健康で心豊かに生活でき、元気あふれる富士河口

湖町とするたの基本理念を定め、町民が主体的に参画する健康のまちづくり施

策等を総合的、かつ、体系的に推進することを目的としています。

“健康づくりは、町民一人ひとりが主役です”

（１）健康のまちづくりに関する重点事項を調査及び審議するための、富士河口湖町健康のまちづくり

　　審議委員会を設置します。

　　委員20人で組織（女性委員8人以上）・学識経験者10人・公募による町民代表10人

（２）町民の健康づくりを推進するための、基本計画・実施計画を策定します。

（３）健康づくりを推進するための「地域推進モデル地区」を指定します。

（４）指導者養成講習会を開催します。

（５）健康プラザで行う、各種事業を展開します。

　　①�介護予防事業

　　　・�転倒予防教室・太極拳教室・健康体操教室・水中ウォーキング

　　　・�筋力トレーニング教室（４月広報誌で紹介済み）

　　②�健康のまちづくり事業

　　　・地域推進モデル地区への実践講師の派遣

　　　　これらの事業を推進しながら、地域に根ざした健康づくり推進して行きます。

　　　　■資格要件　本町に住所を有する20歳以上の町民で（内女性委員を8人以上とし）

　　　　　　　　　　　応募者の中から町で選考します。

　　　　■委員の職務　町民の健康づくりを推進するための、基本計画・実施計画の策定等

　　　　■委員の任期　3年

　　　　■応募期間　6月10日（金）までに、健康増進課にお申し込みください。

　　　　●問合せ先　町役場健康増進課　７２－６０３７

今後の予定として

健康づくり住民運動として取り組むために!

富士河口湖町健康のまちづくり審議委員会委員を募集します。
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見直
そう 生活習慣見直
そう 生活習慣見直
そう 生活習慣見直
そう 生活習慣
年に一度の検診、

あなたは必ず受けていますか？

生活習慣病検診

日帰り人間ドック

　検診を希望する場合は、まず電話で申し込みをしてください。

その際、受診日・検診内容・住所・氏名・生年月日等を確認します。

申込みのあった方には、検診日の１週間前に問診票等の検診セットを郵送します。

　対象：20歳以上（検診は年に１回とします。下記の日程の中から選択してください。）

対象者には検診日の１カ月前に個別通知しますので、内容をよくご覧になりお申込みください。

尚、日帰り人間ドックを希望される場合は上記の生活習慣病検診はご遠慮ください。

健康増進課　７２－６０３７

①６～７月実施分　平成1７年５月３０日（月）～６月７日（火）まで【土日を除く】

②１２月実施分　　 後日、お知らせします。

申し込み・問い合わせ

申し込み期間

６月２８日（火）

６月２９日（水）

７月　４日（月）

７月　６日（水）

７月　７日（木）

７月　８日（金）

７月１２日（火）

１２月　５日（月）

１２月　６日（火）

１２月　７日（水）

１２月　８日（木）

満35歳（S45.4.2～S46.4.1）

満40歳（S40.4.2～S41.4.1）

満45歳（S35.4.2～S36.4.1）

満50歳（S30.4.2～S31.4.1）

満55歳（S25.4.2～S26.4.1）

満60歳（S20.4.2～S21.4.1）

満65歳（S15.4.2～S16.4.1）

満70歳（S10.4.2～S11.4.1）

勝山ふれあい
　　　　センター

河口住民センター

中央公民館

大石小学校体育館

足和田出張所

中央公民館

富士吉田医師会

山梨健康管理事業団

甲府医師会

ＪＡ山梨厚生

連健康管理センター

基本検診　　　　　　1,300円

胃がん検診　　　　　1,000円

肺がん検診　　　　　　200円

喀痰検診　　　　　　　500円

大腸がん検診　　　　　500円

肝がん検診　　　　　1,000円

乳がん検診　　　　　1,000円

（女性のみ）   

骨粗鬆症検診　　　　1,000円

（女性のみ）   

肝炎ウイルス検査　　　500円

40.45.50.55.60.65.70歳の方

月　　日

対象年齢 実施日 検診機関 検診内容及び負担金

場　　所 検診機関 検診内容及び負担金

前期　１０月頃　

（各年齢の4～９月生まれ）

後期　１～２月頃

（各年齢の10～３月生まれ）

石和温泉病院

　　クアハウス

男性　  8,000円程度

女性　12,000円程度

ＪＡ山梨厚生連

健康管理センター

基本健診・各種がん検診

肝炎ウイルス検査等

女性は子宮がん・乳がん・

骨粗鬆検診が含まれます。
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早期発見が決め手　子宮ガン検診女性の健康

★子宮がんってどんな病気？★子宮がんってどんな病気？

・子宮とは…

★最近の子宮がんの傾向

★子宮がんの早期発見

実 施 場 所

問い合わせ先

★子宮ガン検診を受けましょう

・子宮の上部にあたる体部の内膜から発生する
・５０～６０歳代の発生率が高い
・初期症状として不正性器出血がある

・子宮の入り口である頚部の表面から発生する
・３０～４０歳代の発生率が高い
・初期は自覚症状がほとんどない

子宮頚部がん

子宮体部がん

子宮がん検診を１年に１度は受けましょう

子宮頚部がん

子宮体部がん

　洋ナシを逆さにしたような感じで、大きさは成人女性で全長７～９

　ｃｍ、重さは６０ｇ、鶏の卵くらいの大きさです。

子宮の上２／３の膨らんだ部分を子宮体部、下１／３を子宮頚部といいます。

子宮がんには、頚部がんと体部がんの２種類があり、がんのできる場所によって違います。

子宮頚部がんは、５０歳以上の中高年で減ってきていますが、２０歳代で増加しています。

これは、頚部がんが性交渉で感染するヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）との密接な関係が

あり、性行動の活発な若い世代にＨＰＶ感染が増えてきているためです。そのため、対象年齢も２０歳以上の方

を対象に実施しています。

子宮がんの早期発見のサインは、おりものがある、接触出血、不正出血などです。

このような異常を少しでも察知したら、すぐに専門医の診察を受けるようにしましょう。

また、子宮がんは閉経後も発生します。閉経後といえども、定期的に検診を受けるようにしましょう。

　　・�対象者：２０歳以上の女性

　　・�検診料：子宮頚部検診１５００円【必要に応じて子宮体部検診１０００円】

　　　　　　　　(20・30・40・50・60・70歳の方にはお誕生日月に無料の受診券を郵送しています)

　　　　　　　【富士河口湖町】小佐野医院・渡辺医院

　　　　　　　 【富士吉田市】　加賀谷医院・鈴木医院・羽田レディースクリニック・深沢医院・堀内産婦人科医院

　　

　　　　　　　　健康増進課　健康増進係　72-6037（直通）

やまなし子育て
サポーターリーダーズクラブ
やまなし子育て

サポーターリーダーズクラブ

紹介しま
す！

紹介しま
す！

■活動内容
・市町村、又は市町村域を超えた家庭教育への支援活動

・家庭教育支援情報の提供

・子育てサークル活動のコーディネート

・家庭教育支援者の相互連携の促進

・効果的な活動事例の情報交換会の開催

・企業等における家庭教育支援事業の取り組み促進

・育児相談・家庭教育相談

・その他

■こんな時は、子育てサポーターリーダークラブへご相
　談下さい。
・市町村又は企業において家庭教育支援事業を行いたい   

　が実施方法がわからない

・子育て支援ネットワーク（委員会）のメンバーを探し

　ている

・家庭教育支援事業の講師を探している

・他市町村ではどんな支援活動をしているのか知りたい

・子育て支援に関する情報が欲しい又は発信したい

・子育てについての相談窓口を設けたい

★富士北麓地区子育てサポーターリーダークラブ　ぴゅあ
　富士河口湖町　渡辺恵美子　７２－１７５５

●問合せ先；ＮＰＯ法人子育て支援センターちびっこはうす
　　TEL/FAX　055‐241‐7521

　　　山梨県家庭教育推進協議会事務局

　　　県教育委員会社会教育課　055‐223‐1773


